
明

治

前

期

の

用

語
「

応

為
」

「

応

有
」

に

つ

い

て

(

完
)
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「
応
為
」
「
応
有」

の
牧
置
づ
け
を
行
な
う

に
あ
た
り 、

こ
れ
ら
の
周
話
に

共
通
な
「
応
」

「
当
」

の
字
義
に
一

往
ふ
れ
て
お
き
た
い

。

「
応
」

も
「
当」

も
と
も
に 、

こ
の
場
合
「
ま
さ
に-
一

す
べ
し
」

と
訓

ず
る
の
で
あ
る
が 、

「
応
」

は
「
当
」

よ
り
も
意
味
が
終
い
(
l)
O

そ
こ

で

「
応
務」

は
字
炎
上
「
当
務」

よ
り

軽
い
意
味
で
使
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が 、

じ
っ
さ
い
は
「
応
務
当
行
」

の
よ
う
に
修
飾
の
差
に
過
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
る

場
合
も
あ
り 、

必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
か
っ
た
点
も
あ
る
ら
し
い

。

し
か
し

な
が
ら 、

前
述
の

今
夫
レ
父
母
ア
ル
ノ
人
ハ

応
ニ
兄
弟
有
ル
へ
シ
是
レ
応
有
ノ
事
ナ
リ

に
お
い
て
は 、

明
ら
か
に
「
当
有
」

は
使
え
な
い

。

父
母
が
あ
れ
ば
兄
弟
が

あ
る 、

と
い
う
こ
と
は
決
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
な
い

。

そ
れ
は
輩
然
性
の

問
題
で
あ
る 。

つ
ま
り 、

兄
弟
が
あ
る
は
ず
だ 、

ま
た
は 、

あ
り
そ
う
な
も

の
だ 、

と
考
え
る
の
が
事
実
に
即
し
た
論
理
で
あ
る
。

こ
う

汚与
え
る
と
こ
の

引
用
文
は

、

「
応」

の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
よ
く

生
か
し
て
使
っ
て
い
ら
こ
と
に

ス
が
つ
く 。

そ
う
じ
て

、
「
応
為
」
「
当
務」
「
当
行
」

な
ど 、

問
題
の
用
語

は
「
応
」
「
当
」

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
応
じ
た
適
切
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て

見見

坊号

豪

紀t

レ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る

。

漢
字
の
知
殺
が
ゆ
た
か
な
当
時
と
し
て
は 、

こ
れ

ば
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

。

さ
て
「
応
為
」
「
応
有
」

の
語
例
は
今
の

と
こ
ろ
ひ
じ
よ
う

に
少
な
い

。

な
に

な
に

異
な
り
語
数
は
「
応
何
」

四 、
「
当
何」
(
2)

二 、

計
六
で
あ
る
。

「
不」

が

頭
に
つ
く
形
の
「
不
応
為」
「
ヌ・
応
有」

を
入
れ
て

も
都
合
八
つ
に
し
か
な

ら
な
い

。

今
そ
の
全
語
形
を
ま
と
め
て
示
す
と
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

(
か

っ
こ
の
中
は 、

出
山円
で
あ
る
。

筆
者
名
の
明
ら
か
な
も
の
は 、

個
人
の
姓
名

を
出
典
名
に
代
え
た(
3))
。

-
A

応
為

(
郵
便
報
知)

応
禁

(
改
定
律
例)

応
務

(
大
林
党
太
郎
〔
郵
便
報
知〕
)

応
有

(
郵
便
報
知
・

福
沢
諭
士口)

B

不
応
為

(
新
体
綱
領
・

改
定
作
例
・

東
京
裁
判
所(
4)
・

津
田
真

道(
5))

不
応
有

(
郵
便
報
知)

2
A

当
行

(
大
味
覚
太
郎
〔
郵
便
報
知〕
)

当
務

(
稲
沢
諭
吉
・

渋
沢
栄
一
・

尼
崎
行
雄
・

松
鳥

出
山刊
を
類
別
し
て
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

剛)
(
6



郵
便
報
知

応
為

2 3 

応 応
有 務

4 5 6 

不
応
有

当
行

7 8 

学
術
論
説
文

不
応
為

当
務

法
典
・

判
決(
7)

応
禁

不
応
為

そ
の
他(
8}

応
有

当
務

明治前期の用語「応為J r応有」について(完)

見
ら
れ
る
と
お
り 、

過
半
数
の
語
形
は
『
郵
便
報
知
新
聞
』

の
調
査
で
符

ら
れ
た
も
の
で
あ
り 、

そ
の
出
所
は
す
べ
て
時
事
論
説
文
で
あ
る
(
判
決
を

除
く) 。

学
術
論
説
文
の

調
査
そ
の
他
で
追
加
さ

れ
た

語
形
は
「
応
禁
」

「
当
務
」

の
二
つ
だ
け
で
あ
っ
た

。
「
当
務
」

に
つ
い
て
は

、

助
詞
「
の
」

を

介
し
て
連
体
格
に
た
っ
大
部
分
の
用
例
に
ま
じ
っ
て 、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が

「
政
府
ノ
当
務
」
「
現
今
ノ
当
務
ヲ
処
ス
」

の
よ
う
に

、

名
格
な
ら
び
に
目
的

格
に
立
つ
例
の
あ
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る(
9)
O

な
お 、

福
沢
諭
吉
の
「
当

務
」

の
用
法
は 、

大
部
分
が
「
当
務
の
職
分」

で
あ
っ
た(
印)
O

字
義
な
ら
び
に
文
章
の
内
容
か
ら
考
え
て 、

こ
れ
ら
の
用
語
例
が
時
事
論

説
文
お
よ
び
法
律
文
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
は

、

実
践
上
の
要
請
が

議
論
の
中
心
概
念
と
な
る
以
上
偶
然
で
は
な
か
ろ
う 。

す
な
わ
ち 、
「
応
為」

「
当
行」

の
た
ぐ
い
は
話
題
と
密
接
な
結
び
つ
き
を
持

ぺ
た
用
語
で

あ
っ

て 、

話
題
と
無
関
係
に
ま
ん
べ
ん
な
く
あ
ら
わ
れ
る
用
語
で
は
な
い

、

と
思

わ
れ
る(
日)
。

な
に

し
か
し
な
が
ら 、

「
応
何」

の
涼
語
は 、

こ
こ
ろ
み
に
当
時
の
辞
書
演
を

さ
ぐ
っ
て
み
る
と
き 、

か
な
ら
ず
し
も
絶
無
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て 、

た
と

え
ば
『
雅
俗
漢
語
字
引
大
公一
』
(
明
治
団
年)

に
よ
れ
ば
・

ヲ、
ハ
ン
ノ
イ
キ
アヒ

応
犯
之
勢

夕
、
永
ク
ンF
F

応
捕
人
川
一ハ

の
例
を
見
る 。

も
っ
と
も
辞
古
中
の
同
類
語
の
多

く
は 、

清
朝
俗
文
学
に

よ
く

見
受
け
ら
れ
る 、

い
わ
ゆ
る
「
小
説
話」(
ぎ

の
た

ぐ
い

で
あ
る
ら
し

く 、

当
面
の
問
題
か
ら
い
え
ば
多
少
別
系
統
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も

ア
ヲユ
ル

た
と
え
ば
『
清
律
案
纂
』

に
「
応
有
巻
宗
籍
冊
」

と

あ
り 、

『
小
説
字
葉
』

(
秋
水
図
主
人
編)
「
応」

部
に
「
|

有
1
M
」

と
あ
る(
日)
こ
と
か
ら
も
う

か

が
わ
れ
る
よ
う
に

、

内
面
的
な
系
統
関
係
は
ふ
か
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い

。

支
え

『
大
漢
和
字
典
』

を
み
る
と 、

「
応」

を
前
要
素
と
す
る
熟
字
の
う
ち 、

「
ま

さ
に

す
べ
し
」

と
訓
読
で
き
る
も
の
に
は 、

多
く

現
代
中
国
語
の
発
音

を
示
し
て
い
る 。

出
典
は
あ
げ
て
い
な
い
け
れ
ど
も 、

こ
れ
ら
は
清
朝
俗
文

学
に
も
使
用
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う 。

こ
う

考
え
て
く

る
と 、

調
査
の
結
果
た
ま
た
ま
す
く
い
上
げ
ら
れ
た
わ
ず
か
の
誇
例
の
か
げ

に
は 、
「
応
為」
「
当
行」

な
ど
を
成
立
さ
せ
る
地
総
と
し
て 、

「
小
説
話」

の
一

類
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る 。

ま
た 、

明
治
の
法
律
家
た

な
に

ち
に
と
っ
て 、

明
律
・

清
律
に
頻
出
す
る
「
応
何」

の
語
形
は
き
わ
め
て
親

し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う 。

以
上 、
「
応
為
」
「
当
行」

の
た
ぐ
い
が
一

般
に

漢
文
訓
読
の
上
で
し
か
じ
か
と
読
み
う
る 、

と
い
う
こ
と
の
ほ
か
に

、

豊
富

な
同
類
語
が
近
い
先
例
と
し
て
た
く
さ
ん
耳
目
に
ふ
れ 、

ま
た
脳
中
に
た
く

わ
え
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う 、

と
い
う

想
像
を
の
べ
た 。

も
ち
ろ
ん
池
上
氏
も

の
べ
ら
れ
た
よ
う
に

、

音
読
語
の
流
行(
U)
と
い

う
現
象
も
考
え
る
べ
き
で
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あ
り 、

法
律
語
の
そ
れ
に
つ
い
て
は 、

れ
て
お
い
た

。

さ
て
同
類
語
の
わ
く
を
さ
ら
に
広
げ
る
な
ら
ば 、
「
応
何
」
「
不
応
何
」

と

な
に

な
に

構
成
の
近
い
「
可
何
」

「
不
可
何」

が
あ
る
。

こ
の
中
に
は 、

現
代
の
学
術

用
語
で 、

蘭
学
書
系
統
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
も
見
ら
れ
て
興

采
が
深
い

。

不
可
期
ノ
天
幸
ヲ

獲-
ア
(
小
幡
篤
次
郎
「
魯
国
果
シ
テ
畏
ル

可
キ
ヤ
」

明
治
日
年
〔
郵
便
報
知〕
)

今
此
一

小
試
験
ヲ
以
テ
知
ル
不
可
燃
ノ
土 、

可
燃
ノ

腰 、

骨
中
ニ

在
ル

寸
ヲ
(
竹
原
平
次
郎
訳
『
化
学
入
門
』

慶
応
3

年)

於
之
乎
託
を
引
き
実
を
挙
け
t

急
劇
可
憾
の
反
逆
限
前
に
逼
る
を
前
言

し 、
(
『
国
民
之
友
』

十
五
号 、

明
治
む
年)

右
は 、

そ
の
二

、

三
例
で
あ
る
2
3

「
不
可
何
」

か
ら
「
可」

を
は
ず
し
た
「
不
何
」

の
諾
例
に
至
つ
て
は
ま

ふ
と
，、い

ふ
主
〈
し

す
ま
す
多
い

0
・

こ
の
中
で
は 、

「
不
得
己
」
「
不
得
止
」

な
ど 、

三
字
i

四

字
の
漢
語
に
特
色
の
あ
る
も
の
が
ゐ
ら
わ
れ
お
て

さ
ら
に 、
「
不
」

で
始
ま

る
こ
字
漢
語
の
中
に
は 、

し
ば
し
ば
語
形
や
用
法
の
上
で
現
代
詩
と
の
聞
に

大
き
な
断
層
が
み
と
め
ら
れ
る
(
げ)
。

昔
日
ノ
不
開
化
ヲ
一敏
ミ
テ
援
今
日
ノ

開
化
ヲ
進
メ
ザ
ル

可
カ
ラ
ズ
(
山

田
・

大
角
『
近
世
事
情
』

初一
編

て

明
治
6

年)

ワ
ウタ
ワ
フ
ギ
ウ

ト
コ
ロ

-
ニ

王
化
不
及
ノ

処(
安
田
敬
斎
『

配
記
事
論
説
文
例
』

明
治
ロ

年
初
版)
(
印)

故
ニ

上
旨
ハ

下
達
セ
ス
下
情
ハ

上
伸
セ
ズ
シ
テ
全
身
不
遂
ノ
人
ノ
如
シ

(
百
周
「
洋
字
ヲ
以-
ア
国
語
ヲ
苦
ス
ル
ノ

論
」

明
治
7

年)
{
問)

嵯
歎
シ
沈
黙
不
楽
ノ
色
ア
リ

(
東
海
散
士
『
佳
人
之
奇
遇
』 、
明
治
団
年)

こ
の
論
文
の
第
二
節
(
注
M
)

で
ふ

以
上
の
用
語
例
は
い
ず
れ
も
「
応
為
」

「
応
有
」

の
存
在
を
さ
さ
え
る
地

盤
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て 、

こ
れ
ら
の
用
語
例
全
体
が
相
依
り

相
助

け
て 、

明
治
前
期
の
漢
語
使
用
上
の
一
つ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
思
う 。

つ
ま
り 、

「
応
為
」
「
当
行
」

の
た
ぐ
い
は

、

明
治
前
期
の
普
通
文
に
見
ら
れ

る
渓
語
使
用
の
一

般
的
傾
向
か
ら
遊
離
し

た
も
の

で
も
な
け
れ
ば
孤
立
し

た
も
の
で
も
な
く 、

か
え
っ
て 、
一

般
的
傾
向
の
先
端
を
行
く
も
の
で
あ
っ

て 、

特
に
「
不
応
為
」
「
不
応
有」

な
ど
に
歪
つ
て
は

、

い
わ
ば
頂
点
に
立
つ

極
端
な
事
例
で
あ
っ
た

と
言
っ
て

も
よ
い
よ

う
に
思
う 。

図
式
を
か
り
て

説
明
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

矢
印
の
方
向
に
下
へ

す
す
む
ほ
ど 、

現
代

語
を
基
準
と
し
て
同
類
語
が
答
易
に
見
出
だ
さ
れ 、

矢
印
の
反
対
に
上
へ
す

す
む
ほ

ど
そ
の
逆
で
あ
る
。

現
代
の
学
術
用
語
お
よ
び
臼
常
語
(
初)
の

う

ち 、

ほ
ぽ
同
じ

段
階
に
佼
す
る
と
考
え
ら

れ
る

も
の
の
一

例
を
そ
れ
ぞ
れ

〔

〕
、

(

)

に
包
ん
で
示
し
た

。

/
段
階
d/

内‘“

類
型

/
〔
当
為〕

応
為

A 

当
行

(
山首
炊…)

B 

不
応
為

不
応
有

2 

〔
可
視〕

可
憎

学
術
用
語

得
宜

(
得
点)

円
筒
語

〔
不
可
逆〕

〔
不
燃〕

不
可
期

不
及

liltψ

 

不
得
止

不
止

(
不
可
避)

三
μ)

(
不
得
要
領)
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笠間
例
は 、
学
術
用
語 、
日
常
語
と
も 、
ほ
ほ
構
成
の
似
た
も
の
を一

、
二

あ
げ
た
ま
で
で 、
あ
く
ま
で
も
参
考
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
が 、
こ
の
図

式
で
言
え
る
こ
と
は 、
次
の
二
点
で
あ
ろ
う 。

第一
は 、
類
型
B
の
う
ち 、

「
不
応
為」
「
不
応
有」
に
あ
た
る
段
階
の
造
語
法
は
今
日
ま
っ
た
く
す
た
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と 。

第
二
は 、

類
型
A
の
う
ち 、

「
応
為」
「
当
行」
の

段
階
に
つ
い
て
は 、
日
常
語
に
「
当
然」 、
文
章
語
に
「
当
来
(
の)」
が
あ

り 、
哲
学
用
語
に
「
当
為」(
告
が
あ
る
程
度
で
ほ
と
ん
ど
造
語
上
の
生
産
性

に
と
ほ
し
い 、
と
い
う
こ
と 。

以
上
の
よ
う
な
次
第
で 、
そ
の
造
語
法
を
た
ど
っ
て一
般
的
に
考
察
す
る

と
き 、
特
異
的
か
つ
孤
立
的
で
あ
る
か
に
見
え
た
「
応
為」
「
当
行」
の
た

ぐ
い
は 、
根
底
を
広
範
な
同
類
語
に
よ
っ
て
き
さ
え
ら
れ
た 、
い
わ
ば
頂
点

的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る 。
そ
し
て 、
こ
の
頂

点
的
少
数
例
が
当
時
の
知
識
人
た
ち
に
と
っ
て
か
な
ら
ず
し
も
珍
奇
な
も
の

で
も
な
か
っ
た
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る 。

次
に 、
「
応
為」
「
当
行」
の
た
ぐ
い
の
発
生
を
容
易
に
し
た
心
理
的
事
情

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う 。

『
郵
便
報
知
新
聞』

に
お
い
て 、
「
応
為」
「
応
有」
は 、
同
じ
文
章
の
中

で
こ
の
語
形
に
先
行
す
る 、
次
の
よ
う
な
表
現
と
深
い
関
係
が
あ
る 。
つ
ま

hノ 、

明治前期の用語「応為J í応有J について(完)

凡
ソ
世
間
ニ
ハ
応
ニ
有
ル
ヘ
キ
ノ
事
ア
リ

応
ニ
為
ス
ヘ
キ
ノ
事
ア
リ

と
い
う

表
現
が
呼
び
水
と
な
っ
て 、
「
応
有」
「
応
為」
が
生
ま
れ
た
と
い
う

こ
と
は
い
ち
じ
る
し
い 。
す
な
わ
ち 、
概
念
《
ま
さ
に
あ
る
べ
き
こ
と》
が

言
語
形
式
《
応
有》
に
具
体
化
し
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に 、
連
語
ま
た
は
文
と
し
て
先
行
す
る
概
念
を
受
け
て
二
字
な

い
し
四
字
の
渓
語
が
作
ら
れ
た
例
は 、
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
あ
る 。
・『

郵
便

報
知
新
聞』
社
説
「
耶
蘇
信
徒
ノ
不
所
存」
に
あ
ら
わ
れ
た
「
不
競」
は
そ

の
よ
い
例
で
あ
る 。

今
我
国
ノ
競
ハ
ザ
ル
ハ
其
原
因
何
レ
ニ
ア
ル
カ
金
ノ
足
ラ
ザ
ル
カ
智
ノ

足
ラ
ザ
ル
カ
我
カ
智
力
ノ
足一フ
ザ
ル
ハ
則
我
不
競
ノ
原
因
ナ
ラ
ス
ヤ
l

我
国
卜

錐
モ
現
ニ
彼
レ
ト

弁
馳
ス
ル
ノ
智
力
ア
ラ
パ
富
強
ヲ
彼
レ
ニ
競

フ
ハ
之
レ
ヲ
立て一
指
ス
ガ
如
シ
其
レ
然
リ

智
ノ
足-フ
ザ
ル
ハ
我
ノ
競
ハ

ザ
ル
原
因
ナ
リ

(
明
治
十一
年
九
月
六
日)
〔
傍
点
は
見
坊〕

ま
た 、
「
応
薩」
と
い
う

用
語
の
由
来
も
ま
っ
た
く

前
例
に
ひ
と
し
い 。

今
春
の
変
且
熊
本
士
族
の
薩
軍
司ム
応
す
る
者
無
慮
二
千
有
余
人(
中
略)

皐
党
O
O
が
権
を
弄
す
る
正
相
違
ふ
け
れ
パ
陸
軍
大
将
の
任
に
在
る
西

郷
隆
盛
が
之
を
匡
正
す
る
ハ
決
し
て
不
当
の
事
正
あ
ら
ず
と
信
認
し
終

に
薩
兵
A
応
れ
る
ト
L
怠
を
決
し
(
中
略)
此
の
始
末
を
設

し
く

語
り

聴
か
す
れ
パ
い
つ
れ
も
応
薩
の
議
に
決
し
(
下
略)
(
明
治
十
年
十
二

月
十
七
日)
〔
傍
点
は
見
坊 、
0
0
は
原
文
の
ま
ま〕

こ
れ
が
一
歩
進
む
と 、
相
手
の
言
説
を
ふ
ま
え
て
た
だ
ち
に
四
字
の
漢
語

を
仕
立
て
る
こ
と
に
な
る 。
森
有
礼
が
「
学
者
職
分
論
ノ
評」
に
お
い
て 、

然
レ
た
私
立
為
業
ト

在{呂
為
務
ト

較
テ
世
ノ
利
益
ヲ
論
セ
ラ
ル
、

ハ
恐

ク
ハ
禾
タ
其
趣
旨
ノ
偏
ナ
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
(『
明
六
雑
誌』
二
号

明

治
7
年
2
月)
〔
傍
点
は
見
坊〕

と
い
っ
た
の
は 、
『
学
問
ノ
ス
、
メ』
の
次
の
部
分
を
受
け
て
い
る
の
で

あ
る 。以

上
論
ズ
ル
所
ヲ
概
ス
レ
パ 、
今
ノ
世
ノ
学
者 、
比
国
ノ
独
立
ヲ
助
ケ

成
サ
ン
ト

ス
ル
ニ
当
テ 、
政
府
ノ
範
囲
ニ
入
リ

官
ニ
在
テ
事
ヲ
為
ス
ト 、
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其
範
囲
ヲ
脱
シ
テ
私
立
ス
ル
ト
ノ
利
害
得
失
ヲ
述
べ、
本
論
ハ

私
立
-一

左
祖
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ 。

(
四一
編)

「
在
官
為
務
」

は
福
沢
の
言
を
受
け
て
わ
ず
か
に

変
え
た
も
の
、

「
私
立

為
業
」

は
「
在
官
為
務
」

の

対
話
と
し
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が、

福
沢
の
文
中
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る 。
こ
の
段
階
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

と 、
相
手
の
こ
と
ば
を
受
け
る
こ
と
な
し
に 、
客
観
的
な
状
況
に
抽出
発
さ
れ

た
判
断
(
た
と
え
ば
「
ひ
く」)
を
漢
字
(
た
と
え
ば
「
弾」)
に
対
応
さ
せ 、

こ
れ
を
適
当
に
組
み
あ
わ
せ
て
漢
語
を
構
成
す
る
(
た
と
え
ば
「
弾
琴」)
と

い
う
こ
と
に
な
り 、
そ
の
さ
い
の
手
順
は
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
そ
れ
と
(「
活

岸」
「
発
効」
な
ど 。
ま
た 、
旅
館
名 、
分
譲
地
の
名
前
な
ど)
少
し
も
か
わ

ら
な
い 。
た
だ 、
漢
字
の
選
択
と
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
今
日
よ
り
も
も
っ
と

自
由
自
在
で
変
化
に
富
ん
で
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
た 。
こ
う
し
て 、
次

の
よ
う
な
語
が
必
要
に
応
じ
て
ぞ
く
ぞ
く
作
ら
れ
た 。
し
か
し
そ
の
多
く
は

辞
書
に
も
登
録
さ
れ
ず
使
用
度
数
も
少
な
く 、
た
ん
に
類
型
と
し
て
の
存
在

が
指
摘
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る(
8 0

O
其
所
疑
ト

反
体
ニ
テ

O
人
民
ノ
所
好-一

O
所
失
ヲ
回
復
セ
ン

O
所
拝
ノ
月
俸
ハ

O
必
具
ノ
通
倫

O
必
有
ノ
常
倫

O
直
行
無
忌
仰
ノ
政(お)

O
無
所
争
ノ
真
理

し
よ
な
に

ひつ
な
に

む
な
に
な
に

右
の
用
例
で
は 、
そ
れ
ぞ
れ
「
所
何」
「
必
何」
「
無
何
何」
の
類
型
が

指
摘
さ
れ
る
が 、
そ
の
類
型
に
属
す
る
ど
れ
だ
け
が
永
続
的
な
語
形
と
し
て

安
定
し
て
い
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い 。

造
語
と
い
う

問
題
は一
般
に 、
し
か
る
べ
き
仕
方
で
認
定
さ
れ
た
造
語
単

位
を
適
当
な
仕
方
で
組
み
合
わ
せ
な
が
ら 、
概
念
を
言
語
形
式
化
す
る
こ
と

で
あ
る
と
思
う
が、
「
応
為
」
「
当
行
」

の
た
ぐ
い
に
つ
い
て
は、

形
式
化
の

特
異
性
に
自
を
向
け
た
い
。

そ
の
特
災
住
と
は、

反
読
式
の
造
語
訟
の
中
で

申hみ

も、

特
に
前
前妥芦
素
が
日
本
諮
の
，辞辞
に
あ
た
る
も
の
(
こ
"こ」
で
は
「
ベ
し
」
)

を
合
む
と
い
う
占点…
で
あ
る
。

こ
の
形
式
の
造
語
法
が
現
代
に
く
ら
べ
て
変
化

に
笛
ん
で
い
た
こ
と 、
そ
の
用
法
に
は
往
々 、
受
け
て
述
絡
に
立
ち
な
が
ら

下
へ

は
助
詞
「
の
」

を
介
し
て
連
体
格
に
立
つ

も
の
が
あ
る
こ
と、

な
ど
に

い
ち
じ
る
し
い
特
色
が
み
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う 。

「
政
府
ノ
当
務」

「
応
有
タ
ル
ノ
性
質」
な
ど
は
そ
の
点
で
む
し
ろ
異
例
の
用
法
に
近
い 。

ひ
る
が
え
っ
て
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
文
章
に
み
ら
れ
る
文
体
的
特
色
の

一
端
を
う

か
が
う
と 、
彼
ら
は 、
ま
ま 、
漢
文
を
ま
じ
え
た
普
通
文
を
か
く

こ
と
が
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る 。

有
明
切
ニ
之
ヲ
君
ニ
奨
望
セ
ザ
ル
ヲ
得
ス 、
君
幸-一
少
シ
ク
有
朋
カ
情

懐
ノ
苦
ヲ
明
察
セ
ョ 、

揮
涙
草
下、
不レ
得レ
尽レ
意 、
頓
首
再
拝、
(
山

県
有
朋
「
与ニ
西
郷
隆
盛一
昔」)
〔
闘
点
は
見
坊〕

は
そ
の
極
端
な
例
で
あ
る 。

我
邦
文
化
未
治
兵
力
未
強
政
法
未
定
而
テ
条
約
ノ
尚
ホ
以
テ
束
縛
ス
ル

ア
リ

(
森
有
礼
「
独
立
国
権
義」)
〔
傍
点
は
見
坊〕

は
ま
た
他
の
一
例
で
あ
る(
竺 。

こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
も
と
も
と

書
き
こ
と
ば
の
世
界
だ
け
の
も
の
で
あ

ろ
う

が 、
し
か
し 、
知
識
人
に
と
っ
て
聞
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
一

部
彼
ら
明
治
初
期
の
知
識
人
が
国
文

に
習
熟
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う 。

『
蘭
学
階
梯』(
天
明
八
年)
は
き
わ
め
て
こ
な
れ
た
国
文
で
書
い
て
あ
る
が

カ
ク

(
古
へ
モ
定メテ
斯 ソ
ア
リ
ツ
ラ
ン〔
上
十一
オ〕) 、
ご
く一
部
分
に
漢
文
口
調
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明治前期の用語「応為J r応有」について(完)

の 、
音
読
式
の
部
分
が
顔
を
出
す 。

老
師
等
ノ

事ヲ
創
立トキハ

異
邦=
漂l
泊
j
東t
西ヲ
弁
セ
ス
(
下
略)
(
上
十

一
オ)特

に 、
「
旦
初
学
ノ
訟
ヲ
メ
暁
得
シ
易
カ
ラ
シ
メ
ン
カ
為-一
我
方
五
十
字

音
ノ
一
図
ヲ
此-一
賛
メ
以
テ
先
ツ
コ
レ
カ
導
ヲ
ナ
ス
(
中
時)
然
レ
斥
全
ク

準
尽
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル
者
ア
リ

初
学
者
コ
レ
ヲ
玩
味
ス
ベ
シ
(
下
七
オ)
に
見

ら
れ
る
「
創
ス
ル
」
「
暁
得
シ」
な
ど
(「
筆
尽」
も
音
読
か
?) 。

こ
れ
な
ど
は 、
明
治
初
期
の
生
硬
な
普
通
文
と
共
通
の
世
界
を
思
わ
せ
る

の
で
あ
る 。
目白
う

に 、
当
時
の
知
識
人
に
と
っ
て 、
漢
字
の
一
字一
字
は
ひ

じ
よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
造
語
単
位
で
あ
っ
て 、
彼
ら
が
漢
字
を
組
み
合
わ

せ
て
漢
詩
を
作
る
こ
と
は 、
ち
ょ
う
ど
現
代
の
わ
れ
わ
れ
が
和
活
を
組
み
合

わ
せ
て 、
「
泥
道」
「
砂
道」
「
山
坂
道」
「
道
ば
た」
な
ど
を
作
る
の
と
閉
じ

程
度
に
気
楽
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う 。

辞
書
に
た
よ
る
ま
で
も

な
く 、

彼
ら
は一
字一
字
の
単
位
か
ら
容
易
に
全
体
の
意
味
を
合
成
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う

か 。
今
日
複
合
語
の
一
部
と
し
て
だ
け
残
っ
て
い
る
こ
と
ば

が
独
立
に
使
わ
れ
て
い
た
り
(「
水
族」
「
腿
虫」(お)) 、
今
日
で
は
単
語
の

一
部
と
し
て
固
定
し
て
い
る
も
の
が
助
数
詞
の
よ
う
に
白
山
に
使
わ
れ
て
い

た
り
す
る(お)
の
を
見
る
と 、
そ
ん
な
想
像
も
し
た
く
な
る
の
で
あ
る 。

明
治
維
新
以
前
に
お
い
て
日
本
語
は 、
漢
語
を
受
け
入
れ
る
と
同
時
に 、

漢
語
を
し
だ
い
に
生
活
語
化
し
て
き
た 。
と
こ
ろ
が
維
新
以
来
そ
の
静
か
な

テ
ン
ポ
は
や
ぶ
れ
た 。
急
激
に
変
容
す
る
文
化
の
多
面
的
な
進
展
を
受
け
と

め
る
た
め
に 、
漢
詩
の
世
界
は
一
時
的
に
し
ろ
そ
の
造
語
力
を
過
度
に
発
揮

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た 。
そ
の
筏
端
な
事
例
が
「
応
為」
「
当
行」
で
あ
っ

た
と
思
う 。

も
と
よ
り 、

「
応
為」
「
当
行」
の
た
ぐ
い
は 、
和
語
の
冗
長
な
表
現
を
き

ら
っ
た
短
縮
表
現
と
い
う

意
味
を
も
持
っ
て
い
た
と
思
う
け
れ
ど
も 、
い

つ
し
か
す
た
れ
て 、
徐
々
に
口
本
文
と
し
て
い
っ
そ
う
こ
な
れ
た
別
の
表
現

形
式
を
と
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た 。
そ
の
変
容
の
あ
り
さ
ま
は 、
あ
る
い

は 、
文
章
全
体
に
欧
文
脈
が
流
入
し
泣
潤
し
て
新
し
い
調
和
が
生
み
だ
さ
れ

る
に
至
る
過
程
と
相
応
じ
る
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い 。
い
ず
れ 、
「
応

為」
「
当
行」
に
あ
た
る
概
念
は 、
そ
の
後
「
べ
き
で
あ
る」
式
の
方
向
に
進

ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。

変
転
と
混
乱
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
新

し
い
文
体
を
求
め
つ
づ
け
た
明
治
前
期
の
用
語
体
系
の
中
に 、
き
わ
め
て
少

数
例
で
は
あ
る
が
「
応
為」
「
当
行」
の
た
ぐ
い
が一
部
に
使
用
さ
れ
た
と

い
う

事
実
を
記
録
に
と
ど
め 、
な
に
か
の
参
考
に
供
し
た
い
と
思
っ
た 。

試
論
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
る 。(一
九
六
了
二

三
の
注

(
1)
『
大
漢
和
辞
典』
に
よ
れ
ば 、
「
ま
さ
に

す
べ
し」
の
場
合
の

「
当」
は
断
定
ま
た
は
推
測
を
表
わ
す
辞
で
あ
る 。
ま
た 、
「
応」
は

推
量
ま
た
は
指
定・
当
然
を
表
わ
す
助
制
で
あ
る 。

藤
堂
明
保
氏
『
淡
文
概
説』
に
よ
れ
ば 、
「
当」
は「
あ
た
り
ま
え
だ」 、

「
そ
う
あ
る
べ
き
だ」 、
と
い
う

認
定
を
表
わ
し 、
「
応」
は 、
「
あ
た
り

ま
え
だ」
と
い
う

意
味
か
ら
転
じ
て 、
「
そ
う

で
あ
る
は
ず
だ」
と
い

う
認
定
を
表
わ
す
場
合
も
あ
る 。
(
m

・
m

l
m
ぺ)

(
2)
「
当
然」
「
当
来」
な
ど
は
わ
ざ
と
考
慮
に
入
れ
な
い 。
(「
当
来」

は
『
郵
便
報
知
新
聞』
お
よ
び
学
術・
論
説
的
文
献
の
淵
究
に
は
探
集

さ
れ
な
か
っ
た 。)

(
3)

出
典
の
な
か
に
辞
吉 、
漢
文 、
外
同
文
献
は
含
ま
れ
な
い 。
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(
4)

判
決
文
で
あ
る 。
「
其
方
儀
不
応
為
ノ
科
ニ
依
リ
l」(『

郵
使
報
知

新
聞』
明
治
十一
年一
月
二
十
九
日)

(
5
)

「
我
ニ

於
テ
ハ

縦
令
刑
伊-一

明
記
セ
ザ
ル
モ
其
事
タ
ル
不
応
為
ノ

事
ナ
レ
ハ

直
ニ

之
ヲ
苅
ス
ベ
シ
」
(
「
拷
問
論
ノ
二
」

『
明
六
雑
誌
』

拾

号

明
治
7
年
6
月)

(
6)

「
応
何」
の
打
ち
消
し
形
「
不
応
何」
は
あ
る
け
れ
ど
も 、
「
当

何」
の
打
ち
消
し
形
「
不
当
何」
は
な
い 。
(「
不
当
何」
に
あ
た
る
形

式
は 、
「
不
可
何」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い)
「
不
可
何」
は 、
じ
つ

は 、
「
可
何」
の
打
ち
消
し
形
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
が) 。

(
7)

判
決
は
『
郵
便
報
知
新
聞』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が 、
性
質
上
法

典
と
合
併
し
た 。
ま
た 、
法
典
と
は 、
『
新
律
綱
領』
『
改
定
律
例』
の

全
文
を
さ
す 。

(
8)

寓
目
の
諸
文
献
で
あ
る 。

(
9)
『
大
漢
和
辞
典』
に
よ
れ
ば 、
「
当
務」
に
は
二
義
が
あ
り 、
「
θ

現
在
執
る
事
務 。
又 、
事
務
に
当
る 0
0
呂
氏
春
秋 、
仲
冬
紀
の
知

名 。」
と
あ
る 。
(
出
山内
と
用
例
省
略)
「
ま
さ
に
つ
と
む
べ
し」
の
場

合
は
解
説
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る 。

(
叩)
『
西
洋
事
情』
の
使
用
例
で
あ
る 。

(
日)

ち
な
み
に 、『
郵
便
報
知
新
聞』
で
の「
応
為
ヒ
当
行」
の
一
類
の
標

本
使
用
度
数
は
延
べ
わ
ず
か
に
九
回
で
あ
る 。
内
訳
は
次
の
と
お
り 。

応
為

二
回
(
社
説)

応
行

ナ
シ

応
務

ナ
シ

応
有

五
回
(
社
説)

不
応
為

一
回
(
判
決)

不
応
有

ナ
シ

当
行

ナ
γ
〔
当
銀
行
の
意
味
の
「
当
行
」

は
一

回
あ
り〕

当
務

一

回
(
社
説)

「
応
為
」
「
応
有」
の
た
ぐ
い
は 、

仙収
用
場
面
か
ら
汚
え
て
も 、

難
語

で
やめ
っ
た 。
前
沢
諭
吉
が 、
「
応
為
の」
を
や
わ
ら
げ
て
「
あ
り
あ
い

の」
と
し
た
こ
と
な
ど
も
そ
の
問
の
消
息
を
物
語
っ
て
い
る 。
「
あ
り

あ
い
の」
の
訳
一請
に
つ
い
て
は 、
後
注
(
日)
を
参
照 。

(
は)
『
制
但一吉口
集
覧』
凡
例
の
周一週間
に
従
う 。

(
日)
『
大
漢
和
辞
典』
に
よ
れ
ば 、
「
応
有」
に
は
二
義
が
あ
り 、

「
θ

然
有
す
べ
き
で
ら
る 。
i

o
u、一口m
J
ら
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る 。
あ
る
限

り
の 。
残
ら
ず
の 。
〔
水
器
伝 、
摂
子〕
、.e・e・-、」
と
あ
る
(
出
山内
の
一
部
と

用
例
省
略) 。

一
稲
沢
諭士ロ
が 、
蘭
書
翻
訳
の
苦
心
を
の
べ
た
中
に」
文
を
草
す
る
に
当

り
思
は
ず
祭
端
に
難
文
字
の
現
は
れ
ん
と
す
る
こ
と
あ
れ
ば 、
直
に
先

生
〔
緒
方
洪
庵
の
こ
と〕
の
替
を
思
出
し
て
之
を
改
む
る
に
苔
な
ら

ず 。
例
へ
ば
築
城
訳出
の一
節
に
「
応
有
の
材
料
云
んこ
と
記
し
て
心
絡

に
平
か
な
ら
ず 、
早
速
「
有
合
の
品
云
んこ
と
改
め
て
満
足
し
た
る
が

如
き 、
毎
度
の
事
に
し
て
枚
挙
に
違
あ
ら
ず 。」
(「
一稲
沢
全
集
緒
言」

明
治
初
年)
と
言
っ
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
思
う 。
た

だ
し 、
こ
の
「
あ
り
あ
い」
の
意
味
は
『
大
漢
和
辞
典』
「
応
有」
の

項
に
解
説
さ
れ
て
い
な
い 。

(
は)
「
漢
語
流
行
の
一
時
期」
(『
国
語
国
文』
昭
和
町何
年
6
月)

(
日)
『
郵
便
報
知
新
聞』
に
は
次
の
よ
う
な
極
端
な
用
例
も
あ
る 。

各
州
各
郡
ノ
統
計
ヲ
整
理
ス
ル
コ
ソ
可
希
望
的
ノ
最
大
急
務
也
(
明

治
十
一

年
五
月
七
日
社
説)

な
お 、
こ
の
社
説
の
訴
者
(
悠
名 、
駿
台
岳
上
八
十
八)
は 、
次
の

よ
う
な
独
特
の
「
的」
も
使
用
し
て
い
る 。
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明治前期の用語「応為J í応有Jについて(完)

牛
董
氏
カ
苦
学
力
行
寝
食
ヲ
忘
レ
引
力
ヲ
発
明
シ
タ
リ
シ
ハ
算
数
的

ノ
カ
ヲ
以
テ
之
ヲ
致
セ
シ
ナ
リ

前
モ
社
会-一
栖
息
シ
テ
人
ヲ
治
メ
人
ヲ
使
ヒ
其
智
勇
弁
力
四
者
ヲ
還

用
セ
ン
ト

ス
ル
輩
ガ
統
計
之
実
用
ヲ
取一ア
自
在
的
に
之
ヲ
運
用
ス
ル

ニ
非
ル
ヨ
リ

ハ
則
其
失
敗
援
鉄
不
足
怪
也
〔
傍
点
は
見
坊〕

右
の
二
例
も 、
あ
ま
り
上
等
の
日
本
文
と
は
申
せ
な
い
よ
う
で
あ
る 。

(
問)
「
故-一
他
ノ

道
理
上
ヨ
リ

考
フ
レ
ハ
不
得
百
ノ
費
用
ナ
ル
へ
シ
ト

難
モ」
一
市

董
訳
『
弥
児
経
済
論』
初
篇
三
上

明
治
9
年)

「
不
得
巴
の
時
に
戸
数
に
限
る
と
せ
ハ
釣
合
を
得
べ
し」
(「
地
方
官
会

議
傍
聴
記
事」
『
郵
便
報
知
新
聞』
明
治
十一
年
四
月
三
十
日)

「
東
京
京
事
新
聞
の
仮
編
相判
長
木
村
誠一
殿
ハ
同
社
第
三
十
四
号
ユ
不

得
止
論
と

題
し
て」
弓
郵
便
報
知
新
聞』
明
治
十一
年
六
月
二
十
八
日)

な
ど
の
用
例
が
あ
る 。

な
に

(
げ)
「
不
何」
の
う
ち 、
見
坊
が
注
目
し
て
採
集
し
た
語
形
は
そ
の
半

分
が
『
大
漢
和
辞
典』
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い 。
今 、
登
録
さ
れ
て
い

る
も
の
に
O
印
を 、
登
録
さ
れ
て
い
な
レ
も
の
に
×
印
を
つ
け
て
示
す

と
次
の
と
り
で
あ
る 。

O
不
在
法

×
不
関

×
不
開
化〔
使
用
者
三
人〕

×
不
欺

O
不

及〔
使
用
者
四
人 、
後
、注
(
凶)
参
照〕

O
不
急

×
不
競

O
不
好

×
不
挫

O
不
止

×
不
似

×
不
受

O
不
住

×
不
鏡

×
不

そ
う

依

×
不
遂
〔
不
随
は
あ
り〕

×
不
数

0
.不
是

×
不
悩
〔
不

確
実
の
意〕

O
不
能
不
当

×
不
奏
不
申

O
不
測

O
不
知

×
不
知
不
識

O
不
撰

×
不
利
己

×
不
行
止

O
不
忍

×
不

楽

O
不
論
界

右
の
表
に
は 、
「
不
応
為」
「
不
応
有」
お
よ
び
「
不
可
何」
を
含
ま

な
い 。

(
活)
「
不
及」
に
は 、
別
な
用
法
と
し
て
次
の
よ
う
な
の
が
あ
る 。

裁
判
不
及
卜

判
決
γ
テ
(「
司
法
省
録
事」
『
郵
便
報
知
新
聞』
明
治
十

年
十
二
月
五
日)

こ
れ
は 、
「
裁
判
に
お
よ
ば
ず
の
窓
味」
で
あ
る 。
ま
た

塩
酸
習
迷
ハ
六
十
度
ノ
気
温一一
テ
水
二
分
半
ニ
浴
ケ
沸
湯
二
分
半
不

及
ニ
溶
ク
(
宇
田
川
格
荏
訳
『
舎
密
関
宗』
天
保
8
年)

こ
れ
は 、
「

た
ら
ず」
の
怠
味
で
あ
る 。
『
大
漢
和
辞
典』
の
用
例
は

す
べ
て
「
不レ
及」
と
返
り

点
つ
き
で
あ
っ
て 、
注(
凶)
の
場
合
に
は

ふ
れ
て
い
な
い 。
こ
れ
は 、
渓
絡
の
解
説
に
役
立
つ
こ
と
を
お
も
な
目

的
と
し
た
こ
の
辞
書
の
性
質
上
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う

が 、
一

面
で
は 、
日
本
人
の
言
語
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た
淡
字
語
を
忠
実
に
取
り

あ
げ
た
辞
書
の
出
現
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る 。

(
印)
「
不
遂」
は
医
学
用
認
で
あ
ろ
う 。

曽
テ一
狗
ア
リ
i

後
身
不
遂
ヲ
患
ヒ
シ
ガ
ー

チ
ン
バ

一

婦
人
ノ
不
遂
症
-一
ア
ラ
ズ
シ
テ
倣
ヲ
ナ
ス
者
ヲ
l

な
ど
の
用
例
が
杉
田
玄
端
の
訳
文
(『
東
京
学
士
会
院
雑
誌』
明
治
団

年)
に
み
え
る 。

(
却)

こ
こ
に
い
う

「
学
術
語」
と
「
日
常
語」
と
の
区
別
は
そ
う

厳
密

な
も
の
で
は
な
い 。

(
幻)
ωo-
Zロ
の
訳
語
で
あ
る
「
当
為」
は
ト

イ
ツ
哲
学
の
輸
入
と
と
も

に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら 、
イ
ギ
リ
ス
哲
学
が
ふ
る
っ
て
い
た
明

治
二
十
年
ま
で
の
文
献
に
は
ま
だ
見
当
た
ら
な
い
よ
う

で
あ
る 。
お
な

じ
く
「
不
許
不」
「
不
可
不」
の
実
例
に
も
ま
だ
出
あ
わ
な
い 。

(
辺)
『
大
漢
和
辞
典』
に
も
登
録
さ
れ
て
い
な
い
語
形
の
例
は
注
(
日)

に
示
し
た 。

(
幻)

こ
の
引
用しX
は
福
沢
諭
吉
『
時
事
小
言』
(
明
治
凶
年)
か
ら
と
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っ
た。

と
こ
ろ
で
森
有
礼
「
民
僚
議
院
設
な
悠一一UH
S
之
一昨
」

雑
誌
』

明
治
7
年)

の

若
γ
此
ノ
如
ク
ナ
レ
パ

議
以
外
法
怖
政
予
ヲ
議
ス
ル

能
ハ

ザ
中

耳
ナ

ラ
ズ
還
タ
i
〔
傍
点
は
見
坊〕

は
何
と
よ

む
か
。

も
し
似
沢
の
用
例
か

ら

背
読
の
可
能
性
を
引
き
出

し、

「
無
論
」
「
勿
論」
か
ら
ま
た
音
読
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
が

許
さ
れ
る
と
す
れ
ば、

「
ム
キ
タ
ン
」

と
読
ん
で
「
忌
仰
な
く
」

の
立

に
解
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。

(
出
)

山
県
の
文
章
は
『
続
明
治
文
紗
』

所
収。

こ
の
文
章
は
も
と
渓
文

で
苦
か
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し、

こ
こ
で
は、

か
り
に

そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も、
北川
辺
文
に
苫
き
改
め
た
と
き
に
な
お
原
文

(
?)

の
ま
ま
で
残
っ
た
点
に
注
白
し
た
い
。

ま
た、

森
有
礼
の
文
章

は、
『
別
六
雑
誌
』

所
収
の
も
の
で

あ

る
。
一

往
始
め
か
ら、

か
な
ま

じ
り
文
と
し
て
押
か
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

似
た
よ
う
な
問
題
は
ほ

か
の
引
用
文
に
つ
い
て
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が、

今
は
澗
究
者

の
自
に
ふ
れ
た
ま
ま
の
形
を
取
り
上
げ
ゐ
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
る
。

(
お
)

「
料
蹴
」

は
『一
伴
家
知
恵
乃
環
』

巻
之
一
(
明
治
4
年)
、

「
腿
虫
」

は
土
居
・

萱
生
同
訳
『
英
国
文
明
史
』
(
明
治
ロ
年)

に、

そ
れ

ぞ
れ

用
例
が
あ
る
。

(
お
)

た
と
え
ば、
「
般」
が
数
詞
と
結
び
つ
く
場
合、

現
代
人
に
は
「
一

般
」

の
結
合
形
し
か
汚
え
ら
れ
な
い
。

む
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
と
の
い紹

介
の
場
合
は
「
諸
般」

だ
け
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
が、

明
治
前
期
は、

而
シ
テ
「
ウ
ヱ
l
キ
フ
ィ
l
ル
ト
」

ノ
如
キ
人
モ
此
詳
明
ナ
ル
二
般

ノ
斑
山
ヲ
認
メ
サ
ル
モ
ノ
、

如
シ
(
林
宝
沢
『
弥
児
終
消
ぬ
』

初
結

五、

明
治
叩
年)

の
ほ
か、

「
数
般
ノ
業
」

(
『
則
六

「
数

般
ヲ

合
ス

レ
ハ
」

「
何
ノ

賀
多
般

z

ど
うい
っ
ぱ
ん

し

渉
ラ

サ
ル

ヲ
以
テ」

「
有U
何
般
ノ
所一

要
ス
ル」

「l
と
同一

般
の
利

術一」
「
此
般
ノ
尽
栄
ヲ
交
ル

寸
ハ
」
「
コ
ノ
般
ノ

恩
栄
」
(
「
此
般
」
「
コ

ノ
般
」

は、

と
も
にい
制
地
淑
一

郎
『
外
凶
交
際
公
法
』)
「
説
ヵ
凶
ラ
ン
l

有
リ
ン
ト
ハ
辺
ノ
様
化
l
般
住
1
人
こ

の
よ

う
に
円
山
口
在
に
佼
わ

れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
用
法
は
聞
学
当
に
も
見
ら
れ、

水
ノ
分
離
法。

二
般
ア
リ
一
ハ

t
一
ハ

l
(
『
舎
続
開
宗
』

天
保
8

年
刊)

血
液
の
運
行
ハ

大
別
し
て
二
般
と
な
す、
(
杉
田
玄
端
訳
『
健
全
学
』

文
久
3
年
自
序)

多
般
ノ
滋
戯。
(
『
舎
密
閉
宗
『
天
保
8
年
刊)

な
ど
の
用
例
が
あ
る
の
で
お
る
。

そ
う
じ
て、
蘭
学
者
に
は、
こ
れ
ま
で

余
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
一

般
用
語
の
中
に、

現
代
語
の
源
流
と
見
な

す
べ

き
も
の
が
多
い
点、

ま
た
明
治
前
期
に
特
有
な
用
語
法
の
直
の
接

、源
流
と
凡
る
べ

き
用
例
も
多
い
点
は、

十
分
注
な
す
べ

き
で
あ
る
。

追

記
1

こ
の
論
文
は、

も
と
「
明
治
初
期
の
二、

三
の
用
語
法」

(
昭
和
お

年
3
月
四
日

東
大
国
語
研
究
室
会)

お
よ
び
「
明
治
初
期
の
用
語
「
応
為」

「
不
可
期」

に
つ
い
て
」

(
昭
和
お
年
日
月
日
日

近
代
語
学
会)
の
題
目
で

発
表
し
た
内
容
に
手
を
く
わ
え
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
の
貸
与、

用
例
の
指

数
な
ど
に
あ
ず
か
っ
た
山
田
忠
雄
(
『
律
令
字
如、
』
『
大
増
繍
漢
語
解
大
全
』

ほ
か
)
・

古
田
東
朔(
『
消
伴
采
纂
』)

の
二
氏
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

2

こ
の
冶.
文
の
テ
1
7
は
同
立
問
活
研
究
所
近
代
語
研
究
室
の
調
査
資

料
か
ら
得
た
。

笠
析
が
か
つ
て
所
MM
し
た
近
代
語
研
究
室
な
ら
び
に
現
に
所

属
す
る
升
ぎ
こ
と
ば
研
究
室
で
の、

先
輩
や
同
僚
と
の
毎
日
の
討
議
や
会
話

が
こ
の
論
文
の
什
組
み
に
大
き
な
杉
山市
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
を
明
記
し
て

感
謝
の
立
を
表
わ
す。
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